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     ２０１７年１０月１２日 

     ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

      

     odftex@ybb.ne.jp 

 

 

 

       ご質問は気楽にご連絡ください。 
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修正履歴 

*    Ver.1.100   2009-12-05   ｐｏｐＬＡのＯＤＦサポート 

 *    Ver.1.101   2009-12-19   GV 

 *    Ver.1.102   2010-12-14   *.COD 追加 千葉先生ご指摘で 

 *    Ver.1.103   2011-01-05   popLA Bunge 表示に phi2 断面表示追加 

 *    Ver.1.104   2011-01-07   popLA Roe->Bunge 

 *    Ver.1.105   2011-01-08   popLA Roe<->RINT Roe 

 *    Ver.1.106   2011-01-08   Bunge PHI 

 *    Ver.1.107   2011-01-11   popLA COD Bunge phi2 として処理確認 

 *    Ver.1.108   2011-01-13   ContourLevel 

 *    Ver.1.109   2011-01-16   StandardODF ODF15 の表示 

 *    Ver.1.110   2011-01-16   TexTools 

 *    Ver.1.111   2011-01-20   ODF[][][]<0 は ODF[][][]=0.0 とした。 

 *                             StandardODF は StdODFDir()から取得 

 *                             ODF Min を表示、 

 *    Ver.1.112   2011-01-22   Hexagonal 制限 phi2 のみ 

 *    Ver.1.113   2011-01-22   repaint() 

 *    Ver.1.113   2011-01-23   SingleDisplay(phi2)LaboTex,StandardODF,popLA,TexTools 

 *    Ver.1.114   2011-01-24   phi2１画面表示で等高線が表示出来ない事がある。 

 *    Ver.1.115   2011-02-01   Euler 変換見直し 

 *    Ver.1.116   2011-02-03   非対称対応、ただし９０ｘ９０ｘ９０を表示 popla は lib にて 

 *    Ver.1.117   2011-02-25   操作性から StandaradODF を c:¥と sampleDir に分けた 

 *    Ver.1.118   2011-03-11   StandardODF の c:ODF 選択不良の修正 

 *    Ver.1.119   2011-04-10   ODF Max 少数点以下２桁表示 

 *    Ver.1.120   2011-04-10   StandardODF Bunge 表示から NewCubicCODisp を呼び出す 

 *    Ver.1.121   2011-04-10   LaboTex Bunge 表示から NewCubicCODisp を呼び出す 

 *    Ver.1.122   2011-04-13   ODF 表示画面から NewCubicCODisp を呼び出すプロセス管理 

 *    Ver.1.123   2011-06-04   ODF3 面表示に対応 

 *    Ver.1.124   2011-06-13   Fiber 解析追加 

 *    Ver.1.125   2011-06-13   Fiber 解析をｏｐｔｉｏｎとする。 

 *    Ver.1.126   2011-06-15   popLA でφ1=90 データ読み込んでいなかった。 

 *    Ver.1.127   2011-07-09   cubeSmoothing 追加,等高線画面に SMcycle=n を表示 

 *    Ver.1.128   2011-07-10   cubeSmoothing 追加,等高線画面に中心に重みを採用 

 *    Ver.1.129   2011-08-05   ReoBunge 変更で popLA のｈｅｘａｇｏｎａｌ修正 

 *    Ver.1.130   2011-09-30   stdlib.ODFCubeSmooth p2 面の平滑化に修正 

 *    Ver.1.131   2012-02-07   laboTex,TexTools 非対称をサポート 

 *    Ver.1.132   2012-02-10   popLA 非対称をサポート(popLA はすべて Bunge に限定する） 

 *    Ver.1.20Y   2012/03/18   SM の Max 強度を表示 

 *    Ver.1.21Y   2012/04/20   Bunge 追加 

 *    Ver.1.22Y   2012/05/17   常に FANGLE=true で NewCubicDisp が StandardODF 限定解除 

 *    Ver.1.23Y   2013/02/19   マウスクリックによる結晶方位決定と OrientationDisplay の起動 

 *    Ver.1.24Y   2013/02/21   φ1<=90 に関して最大指数を 50 とし、最大指数越えは、ＴＡＢＬＥ参照 



 *   Ver.1.25Y   2013/02/22   φ１の制限を外す。ODFDisp 画面条件を保存 

 *    Ver.1.26Y   2013/02/26   ODF 計算を追加 

 *    Ver.1.27Y   2013/02/27   ODF の sort,ODFDisplay2 に改名 

                  2013/03/05   ODF のレベル 1.20－＞1.50 

                  2013/03/06   ODFList 計算は"all"のみに制限 

 *    Ver.1.28Y   2013/04/01   ODF の全面表示の表示サイズを固定 

 *    Ver.1.29Y   2013/04/04   結晶方位計算をＣｕｂｉｃに限定 

 *    Ver.1.30Y   2013/09/04  COmpareODF のための外部ファイル動作追加 

                              ODFFrame にファイル名表示 

 *   Ver.1.31Y    2014/04/19  LaboTex3.0.31 に対応 

 *   Ver.1.32Y    2014/04/29  {114}|-1-72}追加,ODFFramePalette()にて List 方位の 

EulerAngle 近傍チェック（０．９） 

 *   Ver.1.33Y    2014/05/04   {4 4 11}<11 11 -8> Taylor 追加と INDEXMAX を細かくした 

 *    Ver.1.33Y   2014/05/05   β-fiber 修正（±５ｄｅｇとした） 

 *    Ver.1.35Y   2014/05/08   database number=24 bug edit 

 *    Ver.1.36Y   2014/05/15   ＨＫＬＵＶＷlist 選択を追加 

 *    Ver.1.37Y   2014/06/17   マイナスＯＤＦをそのままとした ODFFramePalette() 

 *    Ver.1.38Y   2014/07/02   LaboTex のＥｕｌｅｒ角度Ｆｕｌｌに対応 f1360 F2360 F180 

 *                             表示のみ、ＯＤＦ方位密度や[hkl}<uvw>表示は対応しない。 

 *                             φ２範囲の表示 

 *                2014/07/06   Step 表示,等高線レベル小数点以下３桁に修正（step=0.125 対策 

 *    Ver1.39Y   2015/04/05    {100}<0-20> --> {100}<0-21> 

*     Ver1.40Y   2016/02/11    CTRODF よりダイレクト起動 

*     Ver1.41Y   2016/06/27    ±５度のβ-Fiber にφ２方向のずれも追加 

*     Ver1.42Y   2016/11/18   CTRODF から直接起動の場合、Ｌｉｓｔ表示不良修正 

*     Ver1.43Y   2016/12/20   β-fiber の copper,S,brass の結晶方位密度計算 

*     Ver1.44Y   2016/12/22  結晶方位密度 List に周辺±５度範囲を追加 

*    Ver1.45    2016/12/27   SearchList MAXODF,MINIODF 追加、dataBase notselect 追加 

*    Ver1.46    2017/10/12   －LABOTEX で画面が２つ起動修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１． 概要 

２． 各種ＯＤＦテキストデータフォーマット 

２．１ ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ 

   ２．２ ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

   ２．３ ＬａｂｏＴｅｘ 

   ２．４ ｐｏｐＬＡ 

   ２．５ Ｂｕｎｇｅ 

   ２．６ ＮＥＷＯＤＦ 

    ３．データ処理の流れ 

 ４．プログラムの使い方 

   ４．１ プログラムの起動 

    ４．１．１ 直接起動 

    ４．２．２ ODFPoleFigure2 の ToolKit－＞ODFAfter－＞ODFDisplay で起動 

    ４．３．３ ODFPoleFigure2 の ToolKit－＞popLATools－＞ODFDisplay で起動 

   ４．２ 機能配置 

   ４．３ メニュー 

  ４．３．１ Ｆｉｌｅメニュー 

  ４．３．２ ＲｏｅＭｏｄｅＥｎａｂｌｅメニュー 

  ４．３．３ Ｈｅｌｐメニュー 

  ４．３．４ ３ｄｉｓｐＯＤＦメニュー 

  ４．３．５ ＯｔｈｅｒＯＤＦメニュー 

  ４．３．６ 結晶系選択メニュー 

   ４．４ ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ解析の odf15 を読み込む 

  ４．４．１ Ｆｉｂｅｒメニュー 

   １）ＢＣＣ－Ｆｉｂｅｒ 

   ２）ＦＣＣ－Ｆｉｂｅｒ 

  ４．４．２ ＣｕｂｉｃＣＯＤｉｓｐ メニュー 

  ４．４．３ ＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤｉｓｐｌａｙメニュー 

  ４．４．４ ＯＤＦメニュー 

    ４．４．５ ＯＤＦ３面表示 

  ４．４．６ ＯＤＦ１面表示 

  ４．４．７ ＯＤＦデータの平滑化 

 ５．内臓データベース 

  ５．１ 検索データベースの指定 

 ６．外部からＯＤＦ図を表示 

 

 

 

 

 

 

 



１． 概要 

 本ソフトウエアは、各種ＯＤＦで解析された三次元結晶方位分布関数（ＯＤF）のテキストデータを元に、 

統一したＯＤＦ図を表示し、解析する事を目的に作成されています。 

立方晶に限れば、Ｆｉｂｅｒ解析、結晶方位図、方位密度Ｌｉｓｔの計算表示を行います。 

対応ＯＤＦは、ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ，ＴｅｘＴｏｏｌｓ，ＬａｂｏＴｅｘ，ｐｏｐＬＡ，Ｂｕｎｇｅを 

サポートしています。ほかのＯＤＦでも、ＯＤＦがテキストで出力されていれば、簡単に組み込み可能です。 

 

２． 各種ＯＤＦテキストデータフォーマット 

２．１ ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ 

  ＳｔｎａｄａｒｄＯＤＦは、ＯＤＦデータを自動的に ODF15 として、バイナリーデータを出力します。 

 本ソフトウエアで読み込み時、テキストデータに変換します。 C:¥ODF¥ODF15 -> ODF15.TXT 

 テキストデータに変換後の ODF15.TXT データ 

  

  

２．２ ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

  ＴｅｘＴｏｏｌｓは、ＯＤＦ計算時ＯＤＦ結果を出力するファイルを指定します。 

 テキスト形式で出力されます。 

   



   ２．３ ＬａｂｏＴｅｘ 

 ＬａｂｏＴｅｘでは、ＯＤＦ計算後、ＯＤＦのＥｘｐｏｒｔでテキストファイルが作成される。 

  

  ２．４ ｐｏｐＬＡ 

 ｐｏｐＬＡでは、ＯＤＦ計算で、自動的にテキストファイルが出力される。 

  

２．５ Ｂｕｎｇｅ 

  

２．６ ＮＥＷＯＤＦ 

    



３．データ処理の流れ 

 

  

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｆｉｂｅｒ表示     結晶方位密度Ｌｉｓｔ表示 

 

       結晶方位図 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

     結晶方位図は、Ｃｕｂｉｃ以外は使わないで下さい。 

        格子定数情報入力画面がありませんので、全てＣｕｂｉｃとして 

     計算されています。 

 

各種ＯＤＦのテキストデータ 

ＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ 

 ＯＤＦ図表示 

  Ｆｉｂｅｒ表示   結晶方位図表示   結晶方位密度Ｌｉｓｔ表示 



４．プログラムの使い方 

４．１ 起動 

４．１．１ 直接起動 

  

 プログラムの実態は、C:¥CTR¥bin¥ODFDisplay2.jar、マウスでダブルクリックで起動 

 

   ４．１．２ ODFPoleFigure2 ソフトウエアの ToolKit－＞ODFAfter－＞ODFDisplay で起動 

  

   



   ４．１．３ ODFPoleFigure2 ソフトウエアの ToolKit－＞popLATools－＞ODFDisplay で起動 

  

 

  

 

 ＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ２ 

  

 



  ４．２ 機能配置 

 入力ファイル選択 

  ＯＤＦの選択と、ＯＤＦテキストファイルの選択 

 

 Ｂｕｎｇｅ，Ｒｏｅ切り替えと表示断面指定 

       等高線数と間隔指定 

        ＯＤＦφ１の範囲指定 

 データの平滑化 

     ＯＤＦ図の表示 

  ４．３ メニュー 

 ４．３．１ Ｆｉｌｅメニュー 

   

   Ｅｘｉｔでプログラムを終了する。 

 

 ４．３．２ ＲｏｅＭｏｄｅＥｎａｂｌｅメニュー 

    False－＞  

  ＲｏｅモードをＲＩＮＴモードに固定（ｐｏｐＬＡに変更出来ない） 

 



  ４．３．３ Ｈｅｌｐメニュー 

   

  システムのバージョンを表示する。 

 

 ４．３．４ ３ｄｉｓｐＯＤＦメニュー 

   

  ＯＤＦ図３面表示のφ２断面を指定 

    

  

 ４．３．５ ＯｔｈｅｒＯＤＦメニュー 

   

 標準ＯＤＦより増えた場合、追加する領域で、現在Ｂｕｎｇｅ、ＮＥＷＯＤＦ法が登録されている。 

 

 ４．３．６ 結晶系選択メニュー 

   

  結晶系を選択する。   



 ４．４ ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ解析の odf15 を読み込む 

  StdODF(c:¥ODF¥odf15)を指定して、ファイル選択する。 

  

  ODFMax が表示され、表示する等高線の分割数が表示される。 

  SampleSymmetry(φ１)領域に表示がないのは、ODF のφ１が０－＞９０のデータを表す。 

 Display 領域は 

   

  Ｂｕｎｇｅのφ２断面を全面表示として表示を示している。 

  φ２断面の選択は 

   

  ａｌｌ：全面、 単独、 3ODF：3 面表示を指定できる。 

  φ２表示は０－＞９０になっていますが、選択されているφ１セクション上のφ２角度を 

  ＯＤＦ図上に表示されます。 

 

 

 



 全面表示を行うと 

 

   

  

 

 最大ＯＤＦ値のＥｕｌｅｒ角度を表わす。 

 

 

 ４．４．１ Ｆｉｂｅｒメニュー 

  

  Ｓｍｏｏｔｈｉｎｇ－ＯＦＦ： Ｆｉｂｅｒプロファイルの平滑化のＯＮ－ＯＦＦ指定 

  ＢＣＣとＦＣＣのＦｉｂｅｒプロファイルの選択 

  Ｃｕｂｉｃとして計算されています。 



 １） ＢＣＣ－Ｆｉｂｅｒ 

  ＣｕｂｉｃのＢＣＣ－Ｆｉｂｅｒ指定 

   

  各ＦｉｂｅｒのＯＤＦ図上位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  γ－ｆｉｂｅｒ＜１１１＞／／ＮＤを表示 

 

  

 入力データ odf15 のディレクトリにＦＩＢＥＲディレクトリが作成され、 

 

 

 

 

 ＦＩＢＥＲディレクトリに 

  

 

 

 

 

  表示したテキストファイルが作成される。 

  このファイルを元に、他の材料とＮｕｌｔｉＦｉｂｅｒＤｉｓｐｌａｙで比較が可能になる。 

   

 

 

 

 

 

 

 



  ２）ＦＣＣ－Ｆｉｂｅｒ 

  ＣｕｂｉｃのＦＣＣ－Ｆｉｂｅｒ指定 

   

  各ＦｉｂｅｒのＯＤＦ図上位置 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 β－ｓｋｅｌｅｔｏｎを表示 

  

 

 は、copper 方位密度が Taylor 方位より大きくずれている場合用いる。 

 β-skeleton とβ-skeleton(±5deg)の違い 

  β-skeleton は、内部で計算された Euler 角度の ODF 値を計算、平均も周辺の平均値を計算 

  β-skeleton±5 は、計算された Euler 角度の周辺の最大値、平均化は５次の多項式近似 

   β-skeleton β-skeleton±5 

    

 

 

 

 

       

 

 

  

copper (90.0 35.26.0) 

 

 

S(58.98 36.7 63.43) 

 

 

Brass(35.26 45.0 90.0) 



 ＦＩＢＥＲディレクトリにファイルが作成される。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ４．４．２ ＣｕｂｉｃＣＯＤｉｓｐ メニュー 

 ＣｕｂｉｃＣＯＤｉｓｐソフトウエアを最大ＯＤＦ値のＥｕｌｅｒ角度から{hkl<uvw>を計算し 

 CubicCODisp ソフトウエアを立ち上げる。 

   

   

 

  入力Ｅｕｌｅｒ角度 

    計算結晶方位（double） 

       実数の結晶方位の正数化 

   再計算されたＥｕｌｅｒ角度 

  

  結晶方位図の表示   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ４．４．３ ＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤｉｓｐｌａｙメニュー 

 ＯＤＦ図表示部分をマウスクリックすると、クリックされたＥｕｌｅｒ角度を読み取り、 

 結晶方位(hkl)[uvw]を計算し、結晶方位図が表示出来る。 

 

   

  ＤｉｓｐＯＦＦ＜－＞ＤｉｓｐＯＮを切り替え 

  結晶方位(hkl)[uvw]の最大指数を指定 

   

Max７：{114}<17-2>を含む Max11:{4 4 11}<-11 -11 8>Taylor が含まれる。 

  Maxindex は、マウスクリックされた Euler 角度計算の最大値であるが、 

  最大値を超えた Index の場合、内部のデータベースを検索して Index が決められる 

  この場合、Maxiondex を超える場合もある。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                   マウスクリックで    



  ４．４．４ ＯＤＦメニュー 

 登録された結晶方位(hkl)[uvw]の Euler 角度位置の OAF 値を比較する。 

 指定された ODF 値より大きい結晶方位がＬｉｓｔアップされる。 

  

    

 ＯＤＦｍｅｎｂｅｒｌｉｓｔ 

  （ｈｋｌ）［ｕｖｗ］のＬｉｓｔ 

 ＯＤＦｆａｍｉｌｙｌｉｓｔ 

  ｛ｈｋｌ｛＜ｕｖｗ＞のＬｉｓｔ 

ｆａｍｉｌｙｌｉｓｔ例（上部は ODF, 下部は ODF±５） 

 

 

  List は Maxindex に左右される。 



 ４．４．５ ＯＤＦ３面表示 

  ＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ２のメニューから Angle Change を選択 

   

  表示するφ２断面を選択 

   

  Ｄｉｓｐｌａｙで３ＯＤＦを選択し、Ｄｉｓｐｌａｙ 

   

    



 ４．４．６ ＯＤＦ１面表示 

   

  φ２断面４５度を選択し、Ｄｉｓｐｌｙ 

   

   

 

 



４．４．７ ＯＤＦデータの平滑化 

 ＯＤＦ図が極端に歪でいる場合、平滑化行います。 

 平滑化を行うと、元のデータから平滑化されたＯＤＦ図になりＭａｘ方位密度も変化します。 

  例えば、LaboTexのTriclinicDEMOデータC1_Triclinic の場合TexToolsでは以下の表示が行われます。 

  

  

 ODF 図を Export し、赤枠の部分に適用してみます。 

 ODF データはＦｕｌｌでＥｘｐｏｒｔします。（f1:360,f2:360,F:180） 

  

 

 

 

 

 

 

 



  Export されたデータの読み込み、結晶系を設定（機能制限します） 

 表示する ODF 図を選択する。 

  

   

   

 Max 方位密度     

     

  平滑化９（５）を行うと Max 方位密度が 363.27－＞117.06 に変化しています。 

  しかし、大分見やすくなります。 

   

 

  



５．内臓データベース 

結晶方位密度Ｌｉｓｔは内臓されている結晶方位の方位密度を計算し、方位密度順に並べ替えて 

表示しています。文献や経験的に頻繁に出現する方位を追加しています。 

Ver1.36 で登録されている方位は 

     φ１ Φ φ２  

1 {0 0 1}<1 0 0>  0.0 0.0 0.0 cube 

 2 {1 1 2}<1 1 -1>  0.0 35.26 45.0 copper 

 3 {1 0 1}<-1 -2 1>  5.26 45.0 90.0 Brass 

 4 {0 1 1}<1 0 0>  0.0 45.0 0.0 Goss 

 5 {2 1 3 }< -1 -4 2>  6.91 36.7 63.43 R 

 6 {2 1 3}<-3 -6 4>  8.98 36.70 63.43 S 

 7 {1 1 0}<1-11>  5.26 90.0 45.0 P 

 8 {0 0 1}<1 -10>  5.0 0.0 0.0 RW(or H) 

 9 {4 4 11}<-11-11 8> 90.0 27.21 45.0 Taylor 

 10 {0 0 1}<2 -1 0>  0.0 26.57 0.0 CH 

 11 {0 1 2}<1 0 0>  0.0 26.57 0.0 Q1 

 12 {1 1 3}<-3 -3 2>  90.0 25.24 45.0 Q2 

 13 {3 6 2}<-8 5 -3>  18.43 73.40 26.57 Q3 

 14 {0 1 1 }<5 -2 2>  29.5 45.0 0.0 L 

 15 {0 1 1}<2 -5 5>  15.23 47.12 0.0 

 16 {5 2 5}<1 -5 1>  15.23 47.12 68.20 

 17 {0 1 3}<1 0 0>  0.0 18.43 0.0 

 18 {1 2 2}<2 -2 1>  26.57 48.19 26.57 

 19 {1 1 3}<1 -1 0>  0.0 25.24 45.0 

 20 {1 1 1}<0 -1 1>  60.0 54.74 45.0 

 21 {1 1 4}<-1 -7 2>  54.57 19.47 45.0 

 22 {2 3 3}<0 -1 1>  66.91 50.24 33.69 

 23 { 1 1 2}<1 -1 0>  0.0 35.26 45.0 

24    {1 1 1}<-1 -1 2>  90.0 54.74 45.0  

 

５．１ 検索データベースの指定 

  ＯＤＦｄｉｓｐｌａｙのメニュー ＤａｔａＢａｓｅ－＞Ｄｉｓｐで 

  検索する｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞を選択、非選択を行う。 

  

 

通常はすべて選択で行う。 

 

 

 



 

 

６．外部からＯＤＦ図を表示 

本ソフトウエア以外からＯＤＦ図を表示させ、各種ＯＤＦ図処理を利用する場合。 

以下の手順でデータを渡し表示させます・ 

CALCPATH: 入力極点図のパス 

ODF.TXT: LaboTex フォーマットの ODF テキストデータ 

ODFDisdplay2 の場合 

String command = "java -jar C:¥¥CTR¥¥bin¥¥ODFDisplay2.jar -LABOTEX " + 

        CALCPATH + "¥¥" + "ODF.TXT"; 

 

或いは 

   Command[0]=”java”; 

   Command[1]=”-jar”; 

   Command[[2]=”C:¥¥CTR¥¥bin¥¥ODFDisplay2.jar”; 

   Command[3]=”-LABOTEX”; 

   Command[4]=CALCPATH+”¥¥ODF.TXT”; 

 

 

 

 

 


